
お客様

①山本衛さんの後任の、吉住正史さんが新たに入会されま
した。

②次週31日は夜間例会・納涼家族会となります。多くの
皆様の参加をお願い致します。

③ロータリー囲碁同好会より、10月21日開催の全国囲碁
大会の案内が届いております。

④地区内各クラブより例会変更の案内が届いています。
⑤現況報告書の会員ページの記載に変更のある方は申し出

て下さい。
⑥例会終了後に、理事会を開催します。

幹事報告 関美津男 幹事

ソングリーダー 木村修洋 会員

沼田青年会議所　平原将吉 理事長
　　　　　　　　小坂勇太 専務理事

会長の時間 武井順一 会長

　５月の地区研修・協議会の分科会にもありましたラーニ
ング委員会について、改めて『ロータリーの友』８月号よ
り抜粋して紹介致します。
　ロータリーにおける学びのアプローチは、研修モデルか
らラーニングモデルに移行しつつあります。参加者を活動
の中心に据えるというＲＩの行動計画の目標の一環であ
り、会員自らが積極的にラーニング（学び）に関わり、自
らコントロールできるようになることを意味します。また、
ロータリーにおけるリーダーの役割は、会員が知るべき情
報を教える「講師」ではなく、会員がアイデアを共有でき
るよう導く「ファシリテーター」としての役割を担うこと
を意味します。
　ロータリーのオンラインコースは現在、ユーザー自身の
ペースで基礎的な情報を学べるものとなっております。そ
の知識を土台として、情報を分かち合い、進行役付きのディ
スカッションや少人数のアクティビティーといった対面式
セッションの体験をさらに充実させることができます。
あるトピックについて学び、スキルを高めるための「正し
い方法」はありません。そのためロータリーが提供する多
くの資料は複合的なアプローチを取り入れています。
ファシリテーション（進行、学びのプロセスの支援）を優
先する「ラーニング」の文化に移行するに当たり、以下の
役職名も７月１日から変更されることとなりました。

・クラブ研修リーダー → クラブ・ラーニングファシリテー
ター

・地区研修リーダー → 地区ラーニングファシリテーター
・地区研修委員会 → 地区ラーニング委員会
・国際協議会研修リーダー → 国際協議会ラーニングファ

シリテーター
・地域リーダー研修セミナー → 地域リーダー・ラーニン

グ行事
　なお規定審議会を経る変更が必要な行事名については、
まだ変更が加えられていません。今後数年間にわたり、ラー
ニング委員会、理事会、規定審議会と共にこれらに取り組
み、変更を加えていくこととなります。
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武井 順一・関 美津男
①先週の例会では、北野浩司郎さん・金井利夫さんに沼田

中央ＲＣ創立当時のいきさつ又新潟万代ＲＣとの友好ク
ラブ締結に至るいきさつ等、チャーターメンバーならで
はのお話を聞かせて頂き大変勉強になりました。

②今日の卓話には、会員組織強化委員会島田委員長の紹介
で、沼田青年会議所より理事長の平原将吉様、専務理事
の小坂勇太様が来訪されました。歓迎致します。

生方 眞司
　本日ご利用いただきありがとうございます。
金井 康二
　沼田青年会議所第51代 平原理事長、小坂専務理事、我
がクラブにようこそお越し下さいました。
島田 崇弘
　本日は沼田青年会議所より、理事長 平原将吉君・専務
理事 小坂勇太君にお越し頂き誠にありがとうございます。
本日の卓話、楽しみにしております。
本山 佳宏
①沼田青年会議所　理事長の平原将吉様、専務理事の小坂

勇太様のご来訪を歓迎致します。
②本日都合により早退致します。
須田 恭弘
　すいません、早退致します。
　青年会議所の皆さん、ようこそ！

新入会員の紹介

　吉住正史君（丸三証券株式会社　沼田支店長）
　山本衛君の後任としてご入会頂きました。宜しくお願い
致します。

本日の卓話

　沼田青年会議所　平原将吉 理事長
　昨年50周年を迎えた沼田青年会議所は、沼田ＪＣブラ
ンドの構築に向けた取り組みを行っていくとの事。利根沼
田地域の状況を見据えて、地域・組織・個人の成長に繋げ
ていきたいそうです。
　創立50周年の記念事業には、にっぽんの宝物プロジェ
クトとして利根沼田の宝物グランプリを行いましたが、本
年度も委員会活動として行い利根沼田の魅力を再発見して
いきたいとの事でした。

会員組織強化委員会の島田崇弘委員長より卓話者の紹介


